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研究成果概要 
大気チェレンコフ望遠鏡の次期計画として、日米欧 31 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array (CTA)計画が進行中である。この計画では、大(口径 23m)・
中(口径 12m)・小(口径 4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球のサイトに、計約 100
台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV から 300 TeV と広げ、従来に比べ

一桁高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。本研究において、CTA 大口径望遠鏡 LST（図

１）の読み出し回路の較正および性能評価を行った。 

 

(1) 2021年 10月から、スペイン・テネリフェ島の IAC研究所に日本グループを派遣し、

海外渡航制限により中断していた、LST望遠鏡 3-4号機用のカメラモジュールの組

み立てと品質管理試験を 12月に完了させ、LST 2-4号機用全数のカメラモジュール

 
図１：（左）口径 23m CTA-LST 初号機。（中）焦点面カメラ。（右）日本グループが

開発したカメラモジュール(7 本の PMT、波形 GHz サンプリング回路、スロー制御回

路から構成)。望遠鏡１台あたり、このモジュール 265 台が焦点面に配置される。 



単体の品質管理試験が完了した(図１)。 

(2)  日本グループが組立・品質管理試験を行った LST

望遠鏡 2号機用カメラモジュールをカメラ筐体に

取り付ける作業がスペイングループにより行わ

れた(図２)。 

 

国際会議発表および集録 

ICRC2021：小林他 “Camera Calibration of the CTA-

LST prototype” 

ICRC2021：齋藤他 “Commissioning of the camera of 

the first Large Size Telescope of the Cherenkov 

Telescope Array” 

 

国内学会発表 

2022 年 3 月 日本天文学会：岩崎他「CTA 大口径望遠鏡 2-4 号機カメラ製作の現状」 
2022 年 3 月 日本物理学会：阿部他「CTA 報告 194: CTA 大口径望遠鏡 2-4 号機のカメ

ラ開発の現状」 
整理番号  

 

  

  

図１：CTA北サイトがある ORM天文台を所管するスペイン IAC研究所において、日本グ

ループが行った、LST望遠鏡 3-4号機用のカメラモジュールの組み立て(左上)、暗箱と

レーザー光源を用いた、PMT 133 本単位の品質管理試験(右上)、１光電子スペクトルの

測定結果の例(左下)。品質管理試験が終了した、LST望遠鏡 2-4号機用のカメラモジュ

ール(右下)。1ラックあたり、266本の PMTと読出回路が収納されている。 

 
図２：組上げ完了した CTA-LST

望遠鏡２号機カメラ。 
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